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2017年 事業部運営方針 
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商品価値の向上 
 

顧客目線での 
技術営業・ 
新商品開発 

品質向上・コストダウン 

パートナーシップ 
 

製薬会社様にとっての 
サプライヤーから 
パートナーへ 

付加価値創出による事業拡大 
 

総合医薬用包材メーカーNo1に向けて！ 

オーナーシップ 
 

個々のスキルアップ 
各部門の機能向上 

プロ集団化 

“Your Nipro, My Nipro” 
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 品質向上 

 コスト低減 

 安定供給 

 ニプロブランド確立 

生地管＋加工 

 自動化 

 生産技術向上 

 リーン生産 

重点施策  



■日本             ”MＰガラス“からファーマパッケージング事業部へ 技術営業強化と徹底的な品質向上 

            びわこ工場 既存機械設備の改良、自動ラインの導入による品質向上と原価低減 

            次世代新商品の開発 （医療用ガラス開発センター・総合研究所） 

             新規ゴム栓工場 

 

■アメリカ         自動化による品質向上と原価低減 

              VIALEXの販売拡大 

              新規市場開拓（中南米） 

 

■欧州         シリンジ出荷拡大 

             自動化による品質向上と原価低減 

              

■ロシア        プロジェクト マトリョーシカ  アンプルの生産ハブ化＋ロシア国内向け商売拡大 

 

■インド         プロジェクト フェニックス   最新自動化ライン導入による品質向上と生産効率向上 

 

■中国       高品質品の販売促進 
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重点施策  



新商品企画開発 
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高付加価値の商品開発 
 
   

ユーザーとのパートナーシップの構築 
  

海外ユーザー向け開発強化 
 

商品化までのスピードアップ 
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（単位：億円） 

ロシア： 
前年は原材料調達先倒産 

による影響 

インド： 
高付加価値品の出荷拡大 

中国製薬会社における 

在庫調整・買控えの影響 

 

ユーロ  （134円→ 121円） 
ドル   （121円→ 109円）   

中国元 （  19円→   16円） 
その他通貨                          

 

商流変更による影響  

（関係会社売上高・事業部間 

売上高の連結消去額増） 

英国のＥＵ離脱、 

米国大統領選挙など、 

先行き不透明感から 

製薬各社における圧縮が 

下期極端に進み苦戦 

 

▲   8億円 

▲ 13億円 

▲   6億円 

▲   2億円 
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工程改善。品質向上により収益改善 

前期 一部製造原価の営業外費用への振替2.5億円 

当期 高品質品の販売拡大により利益増 

一部仕入品の品質問題による 

出荷好調および原価削減効果 

 

（単位：億円） 
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2015年度実績 2016年度実績 2017年度計画 2020年度計画 

製品別 売上高の推移 （国内＋海外計） 
 

（単位：億円） 

換算レート      ドル   ユーロ 
 2015年度実績 121円  134円     
 2016年度実績 109円  121円 
 2017年度計画 110円  120円 
 2020年度計画 110円  120円 

為替影響を除く、 

対前年実質増減97% 

✔加工        98% 

✔生地管         103% 

2017年計画 対前年  108% 

✔加工        110% 

✔生地管           106% 

     2017年→2020年  CAGR 

        ✔加工      +18.6% 

        ✔生地管   +     3% 
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欧州 アメリカ 日本 

ロシア インド 中国 
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2016年 対前年97% 

2017→2020年 
CAGR 15% 

2016年 対前年97% 

2017→2020年 
CAGR 4% 

2016年 対前年131% 

2017→2020年 
CAGR 26% 

2017→2020年 
CAGR 36% 

2016年 対前年117% 2016年 対前年96% 

2017→2020年 
CAGR 32% 

2016年 対前年104% 

2017→2020年 
CAGR 12% 

（百万ユーロ） （百万円） （百万ドル） 

（百万ルーブル） 
（百万ルピー） （百万元） 

 ■加工  ■生地管  ■その他     

地域別・製品別 売上高の推移  ＊現地通貨建て 
＊連結相殺前 総売上高ベース 
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計画 
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実績 

2017年度 
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2015年度 
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2017年度 
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損益推移  

2014年度 
実績 

2015年度 
実績 

2016年度 
実績 

2017年度 
計画 

2020年度 
計画 

2030年度 
計画 

...... ...... 

 

（単位：億円） 

連結売上高 

のれん償却前営業利益 

売上総利益率 
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ファーマパッケージング事業部は、 
 

医療・医薬の分野で培った技術とノウハウを基に、 
ガラスを中心とした医薬用総合包材メーカー として、 

真に必要とされる先進的商品を供給することで事業拡大を行い、 
世界中の人々の健康に貢献して参ります。 

 


